





































































































































































































第一回 1968 年 11 月 2 日～同年 12 月 25 日。浙江省と江蘇省。上海、船で
寧波、舟山列島、紹興、銭塘江、杭州府、太湖、蘇州、丹陽、鎮江、南京、
上海。




第三回1869年 3月 13日～同年 7月 19日。山東省と遼寧省。上海、大運河、
沂州、済南、博山、芝罘、英国軍艦で営口へ、遼東半島、沈陽、錦州、山海
関、北京へ、天津、船で上海へ。
第四回 1869 年 9 月 24 日～同年 10 月 31 日。江西省と浙江省。上海、九江、
鄱陽湖、楽平、景徳鎮、祁門県、上海。










第六回 1871 年 6 月 12 日～ 1871 年 8 月 8 日。浙江省と安徽省。上海、船
で寧波へ、東陽県、銭塘江、桐盧県、宣城、蕪湖県、鎮江、丘陵地帯の踏査、
上海。








〇A1『China Vol.1（中国第一巻）』（『China；Ergebnisse eigener Reisen 





























〇B1『Atlas von China Vol.1（中国地図第一巻―北中国）』（『Atlas von 
China:Orographische und geologische Karten』、1885 年）
　B2『Atlas von China Vol.2（中国地図第二巻―南中国）』（1912 年）
〇C『Schantung und seine Eingangspforte Kiautschou（山東とその入り口
膠州）』（Berlin;D.Reimer, 1898 年）
〇D『Baron Richthofen’s Letters, 1870-1872 Second Edition（リヒトホーフェ
ン男爵の旅行報告書第二巻）』（North-China Herald Office, Shanhai, 
1872 年, 1900 年, 1903 年, 1941 年、各報告は 1870 年より 1872 年までそ
の都度発表され、その後まとめて出版される。）（11）
　E『Ferdinand von Richthofen’s Tagebücher aus China（リヒトホーフェ










（1） 唐弢编『鲁迅全集补遗续编』、22 ～ 41 頁、上海出版公司 1952 年。
（2） 薛毅『李希霍芬与中国煤田地质勘探略论』、『河南理工大学学报（社会科学版）』、
第 15 卷第 1 期、2014 年 3 月。张梅静『德国地质学家李希霍芬在华勘矿活动及
其影响』、中国矿业大学、修士論文、2014 年 5 月。
（3） 李何林主编鲁迅博物馆鲁迅研究室编『鲁迅年谱（增订本）』、34 ～ 146 頁、人民
文学出版社 2000 年。




（6） 『鲁迅地质佚文』、4～ 7頁、叶淑穗、杨燕丽『 于新发现的鲁迅地质佚文的说明』、
7, 8 頁、张锋、姜贵善『 于新发现的鲁迅地质佚文历史价值的分析考证』、9～
13 頁、鲁迅博物馆编『魯迅研究月刊 1991 年第八期（总第 112 期）』。
（7） 周树人、顾琅共著『中国矿产志』、59 頁、陈漱渝编『鲁迅科学论著集』、人民文
学出版社 2012 年。
（8） 章鸿釗『中国地质学发展小史』、5, 6 頁、商务印书馆 1937 年。
（9） E・フォン・ドリガルスキー著、高山洋吉訳『第一篇遺された偉大な足跡』、5
～ 17 頁、『リヒトホーフェン伝』、慶應書房 1941 年。
（10） Richthofen『UEBERSICHT DER REISEN DES VERFASSERS IN CHINA（中
国における著者の旅行の 概）』、XXVⅡ～XLⅡ頁、『China Vol.1（中国第一
巻）』、Berlin;D.Reimer1877 年。
（11） リヒトホーフェンの『中国旅行報告書』は、『China Vol.1』の『Bisherige 
Veröffentlichungen über des Verfassers Reisen in China（著者の中国旅行につ
いての従来の発表）』（XI 頁）によれば、上記三（2）の第 1・第 2・第 3回旅行
については正確となるようにと発表を著者が控え、第 4回については資金を上
海欧美商業会議所の関心のある商業交通の問題に関した事項のみ報告をしたと
言い、この『第一巻』は発行されなかった。第 5・第 6・第 7回目の旅行につい
ては、エルンスト・ティーセン著『第一篇遺された偉大な足跡』（121 ～ 145 頁、
高山洋吉訳『リヒトホーフェン伝』、慶應書房 1941 年）によれば、1870 年より
1872 年まで第 1より第 6までその都度フォリオとして印刷され、第 7より第 11
までは 1872 年にまとめて発表され、11 回分の報告が『中国旅行報告書』とし
て 1900 年出版されたと言う。また、郭双林、董习『李希霍芬与《李希霍芬男爵
书信集》』（54 頁、『史学月刊』2009 年第 11 期）によれば、1872 年、1903 年、
1941 年に発行されたと言う。各フォリオを閲覧したとも考えられるが、11 回分
の『中国旅行報告書』を閲覧したと推定した。
（次号に続く　2019.6.6）
